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the New Liberalism, 1971の問題提起に始まり、 M. Freeden6), E. M. Emy7), D.
A. Hammer81, H. C. G., Matthew9), J. TownshendlO), J. AllettlO, P. Weiler'2),
S. Collini13)等の研究は、 Hobson, Hobhouse等の政治社会思想の新自由主義とし
ての特質を明らかにすると共に、それらの理論のGreen派Idealist (D. G. Ritchie,
B. Bosanquet etc.), Fabians (B & S Webb, Hammond etc.), Social Imperi-





























味と理解」 Meaning and understanding in the history of ideaslで主唱された
方法、すなわち思想の言語を発話者の意図とコンテキストのなかで意味づけると
いう方法に添うものであった。このSkinnerの方法はその後J. W. Burrow, D.
Winch, J. Dunn, Poockock, I. Hont等により支持され、その後思想家について
の多くの見直しを迫る作品をうみだす契機となったものであった。新自由主義の
画期的研究であるLiberals& Social I)emocrats, 1978を書いたPeter Clarkeも、
従来のHobhouse像を転換させるLiberalism & Sociology, 1979を書いたS.
ColliniもこのSkinnerの方法の支持を表明している17)
このような新しい環境のなかでホブスンはこれまでの不当な低い評価を訂正さ






















































































た「社会問題」 social questionを「有機的全体」 organic unityと把握する。社
会問題は複数でないことに注意しなければならない。ホブスンはBentham,





















































が無ければ、 「政治経済学」が科学として「分離した研究」 sepatate studyを主
張することはなかったような存在であった。ここでホブスンが批判するのは
























































J. N. Keynesは『政治経済学の範囲と方法』 Scope and Method of Political
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(29 Henry SidgWick, The Method of Ethics, London, 1874.
John Nevil Keynes, Scope and Method of Political Economy, 1890.
朗ホブスンはこれを功利主義の用語と区別するために「社会的満足」 social satisfaction
あるいは「社会の自己実現」 the self-realization of societyと呼び、 J. S. Mackenzie
のIntroduction to Social Philosophy (Glasgow, 1890)から「われわれの性質の本
質的必要essential needs 」あるいは「究極的需要utlimate demands」の考えを引用
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良)cial Problem, 1901の姉妹編であるThe Economics of Distribution 1900年のな
かで展開されている。これについては別稿で検討する予定である。
B巧Freeden(ed.)Op. cit., p. ll.
白頭D0., Op. cit.,p.12.
糾J. A. Hobsoil, John Ruskin, A SocialReformer, London, 1898.
Do., Richard Cobden, International Man, New York, 1919.
88 J. W. Burrow, Evolution andSociety, Cambridge, 1966, p. 267-8.
朗Fabian Essays in socialism, London, 1898におけるG. Bernard Shawの第一論




Social Problem, pp. 274-5.帝国主義論については稿を改める0
89 Freeden (ed.), Op. cit., pp. 74-5.
本稿は経済学史学会西南部会69回例会で報告したものに加筆修正したものです。会場で
ご教示いただいた諸先生方にお礼申し上げます。
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